
ポイント１：「見取り図」 で示されている評価の本質を理
解し、実践することで、

• 事業が目指したことがどれくらい・どのように達成
できたかがわかる

• 事業に関わる関係者と事業目標について共通理
解をもつことができる

• 事業のねらいや成果を世に広く知らせ、支援獲得
のもとになる

ことが可能になると考えます。

「評価の本質見取り図」とは？

2022年度、 資金分配団体の有志によって構成された業
務改善プロジェクトチーム・評価班では、休眠預金活用事
業における「評価の本質」を簡潔に表すための議論を続けて
きました。その結果を、以下の「見取り図」で提示します。

ポイント２：「見取り図」の読み手は資金分配団体のPO
を想定しています。資金分配団体として、評価の本質や
勘所を実行団体に伝えるための補助資料として活用でき
ます。

• 資金分配団体POとして、見取り図にある「評価の
問い」に実行団体との対話によって答えるようにして
いきましょう。

• 実行団体には、評価によって前向きに事業改善を
行うことができることを繰り返し強調していきましょう。

ポイント３：資金分配団体のPOとして、よりよく評価の本
質を理解し、実行団体に対する効果的な伴走支援を実践
できるように、お互いの経験から学ぶ「学びあいの機会」を
つくっていきましょう。

ポイント４： 資金分配団体としては、「見取り図」 の記載
事項以外に実行団体への組織基盤強化支援や成果の
達成に向けた環境整備のために実施する「包括的支援プ
ログラム」についても的確に評価していきましょう。
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評価の本質見取り図
（はじめに）



評価の本質見取り図
（１：全体像）
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評価の本質見取り図
（２：事前評価）
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評価の本質見取り図
（３：中間評価）
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評価の本質見取り図
（４：事後評価）
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